
コアとなる事業の概要3つ（事業のタネ）

今後地域の将来像を実現するために必要と考えられる事業を3つ書いてください。
1

現時点で想定される課題・ボトルネック

①なぜこの事業をやるのか
（Why）

従来の一次産業では、実際の価値に満たない収入に留まっており、若
年人口の流出に繋がっているため、産業イノベーションが必要。

②どの地域資源を活用するか 地域農水産物と自然・産業体験

③商品・サービスの具体的な
内容は何か（What） 陸上養殖、追い込み漁、宮古馬餌やり体験など

課題・ボトルネックを乗り越えるために力を借りたい人物・企業像

⑤この事業により地域内で何が循
環するか
またはどのような循環が起こるか

農水産物付加価値アップ→地域商社による販路確保→観光事業者
による狩俣ならではのおもてなし→観光客からファン、そして友人へ。
（農漁業の残渣を肥料・飼料として活用。陸上養殖は再エネを活
用。）

FS調査が必要（技術・ビジネスの知見）

2
現時点で想定される課題・ボトルネック

①なぜこの事業をやるのか
（Why）

台風による停電の長期化が農漁村コミュニティにおける若年人口流出
（市街地への流出）の一因となっていることから、定住対策および地域
経済循環システムを構築したい。

②どの地域資源を活用するか 太陽光エネルギーおよび地域商社機能を活用

③商品・サービスの具体的な
内容は何か（What）

地域事業者がエネルギー設備を事業者所有で需要家に設置し、エネ
ルギーサービスを提供する。

課題・ボトルネックを乗り越えるために力を借りたい人物・企業像
⑤この事業により地域内で何が循
環するか
またはどのような循環が起こるか

エネルギーの地産地消により、従前燃料コストとして流出していた地域
経済が循環する。

ローカルファイナンスの構築方法に対する助言

3
現時点で想定される課題・ボトルネック

①なぜこの事業をやるのか
（Why）

観光客の地域住民と交流したいというニーズが十分に満たされていない
ため、交流機会創出と環境保全を実現する。

②どの地域資源を活用するか 漂着ごみ、窓口となるキーパーソン

③商品・サービスの具体的な
内容は何か（What） ビーチクリーンというアクティビティを有償で提供する。

課題・ボトルネックを乗り越えるために力を借りたい人物・企業像

⑤この事業により地域内で何が循
環するか
またはどのような循環が起こるか

従来、ボランティアに依存していた海岸清掃をコンテンツ化することで、漂
着ごみを介して、環境美化活動と地域住民との交流に繋がる。

ノウハウや経験を持つ先行事例実施者

活動地域・団体名：宮古島市

事業名称：農漁業を核とした地域ネットワーク事業
事業概要 事業の内容

④誰がこの事業の主たる担い
手か（Who） 狩俣地区の農漁業者、地域商社、観光サービス事業者

陸上養殖技術
一次・二次・三次産業それぞれのビジネスモデル検証

若年人口の流出が続く農漁村において、豊かな農漁村のモ
デルを実現するため、農漁業の産業革新を図る。
狩俣地区の漁業は、もずく養殖と伝統的な追い込み漁を主
とする。もずく養殖は、海上のキャパが限られ、拡張するは困
難。また、追い込み漁は、多くの鮮魚が水揚げされるが、非
常に低価格で取引されている。農業については、従来のサト
ウキビに加えて、マンゴーなどの施設栽培も増えつつあるが、
抜本的な収入の増加に繋がっていない。
地域の農漁業と加工・流通・観光を繋げることで、付加価値
を創出することで、地域産業で十分にゆとりある生活が可能
であるロールモデルを提示することで、若年人口の流出を抑
え、地域の環境や伝統文化の保全を図る。

ビーチクリーン団体、マリンレジャー事業者等

事業名称：コミュニティ版再エネ・プロバイダ・サービス事業
事業概要 事業の内容

台風による停電対策ニーズが年々高まっている。特に市街地
から離れた農漁村地域においては、停電が長期化すること
が、若年人口の流出の一因となっている。
市内事業者によって開発された再エネ・プロバイダ・サービス事
業と連携し、コミュニティ主体による事業展開を図り、停電対
策とエネルギー地産地消による地域経済循環のモデルを構
築する。

地域住民が参画するファイナンススキームづくり
資金調達・設備調達・設置工事・需要家との契約・料金徴収・設備メ
ンテナンス等の各種業務をどう役割分担していくかの整理

④誰がこの事業の主たる担い
手か（Who） 市内事業者および住民組織

事業名称：観光客と育む新たなエコツーリズム事業
事業概要 事業の内容

観光客が増加する中、地域住民との交流に対するニーズが
高まっているが、接点を提供することができていない現状があ
る。
観光客と地域住民との接点をつくるため、ビーチクリーンを体
験コンテンツとして提供するサービスを構築することで、新たな
交流が生まれるとともに、海岸漂着ごみの問題意識共有に
繋がる。

収集したごみの処理に関する手続きの簡素化

④誰がこの事業の主たる担い
手か（Who）
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